
二

専
攻
学
科
目　

生
物
物
理
学

生　

年　

月　

昭
和
二
九
年　

七
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
三
年　

三
月 

東
京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業

同　

五
八
年　

三
月 

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

五
八
年　

三
月 
理
学
博
士

同　

五
九
年　

一
月 
東
京
大
学
理
学
部
助
手

同　

六
一
年　

七
月 
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
細
胞
生
物
学
教
室
博
士
研
究
員

同　

六
三
年　

四
月 

英
国
Ｍ
Ｒ
Ｃ
分
子
生
物
学
研
究
所
研
究
員

平
成　

元
年　

七
月 

理
化
学
研
究
所
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
シ
ス
テ
ム
研
究
員

同　
　

二
年　

一
月 

東
京
工
業
大
学
理
学
部
助
教
授

同　
　

二
年　

六
月 

東
京
工
業
大
学
生
命
理
工
学
部
助
教
授

同　
　

六
年　

五
月 

東
京
大
学
分
子
細
胞
生
物
学
研
究
所
教
授

同　

二
〇
年　

四
月 

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校H

itchcock Professor

同　

二
一
年　

八
月 

台
湾
・
国
立
台
湾
大
学D

istinguished R
esearch C

hair Professor

同　

二
二
年　

七
月 

 

東
京
大
学
分
子
細
胞
生
物
学
研
究
所
附
属
高
難
度
蛋
白
質
立
体
構
造
解
析
セ
ン
タ
ー
長 

（
平
成
三
〇
年
三
月
ま
で
）

同　

三
〇
年　

四
月 

東
京
大
学
定
量
生
命
科
学
研
究
所
教
授
（
現
在
に
至
る
）

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者　
　

豊と
よ　

島し
ま　
　
　

近ち
か
し
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理
学
博
士
豊
島　

近
氏
の
「
原
子
構
造
に
基
づ

く
イ
オ
ン
ポ
ン
プ
作
動
機
構
の
解
明
」
に
対
す

る
授
賞
審
査
要
旨

　

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
い
っ
た
イ
オ
ン
の
濃
度
は
細
胞

の
内
と
外
で
大
き
く
異
な
る(N

a
+; 10m

M
 vs 110m

M
; K

+, 120m
M

 vs 

2.5m
M

; C
a

2 +, 0.1μ
m

 vs 1.8m
M

)

。
生
体
は
、
そ
れ
ら
の
濃
度
の
違
い
を
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
、
も
し
く
は
信
号
と
し
て
利
用
す
る
。
例
え
ば
神
経
が
興
奮
す
る

と
、
一
過
的
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
細
胞
内
へ
流
入
、
活
動
電
位
と
し
て
情
報
を
伝

達
す
る
。
ま
た
、
リ
ン
パ
球
な
ど
の
細
胞
内
に
は
様
々
な
カ
ル
シ
ウ
ム
応
答
分

子
が
存
在
し
、
細
胞
が
活
性
化
さ
れ
る
と
細
胞
内
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
流
入
、
こ

れ
ら
分
子
に
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遺
伝
子
発
現
や
細
胞
の
運
動
と
し
て
体

現
さ
れ
る
。

　

細
胞
内
の
イ
オ
ン
濃
度
を
制
御
す
る
タ
ン
パ
ク
質
に
は
チ
ャ
ネ
ル
と
ポ
ン
プ

が
存
在
す
る
。
チ
ャ
ネ
ル
は
高
濃
度
領
域
か
ら
低
濃
度
領
域
へ
イ
オ
ン
を
流
入

さ
せ
る
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
な
い
。
一
方
、
ポ
ン

プ
は
特
定
の
イ
オ
ン
を
濃
度
の
薄
い
方
か
ら
濃
い
方
へ
輸
送
し
、
イ
オ
ン
の
濃

度
勾
配
を
樹
立
さ
せ
る
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
り
、ATP

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
要

求
す
る
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
ポ
ン
プ
に
関
し
て
は
細
胞
内
外
で
の
一
〇
倍
の
濃
度
差

に
打
ち
勝
ち
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
カ
リ
ウ
ム
と
区
別
し
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
み
を
細

胞
外
に
汲
み
出
す
。
ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
ポ
ン
プ
は
細
胞
の
内
外
で
の
一
八
、

〇
〇
〇
倍
の
濃
度
差
に
打
ち
勝
ち
、
一
〇
、
〇
〇
〇
倍
以
上
の
濃
度
で
存
在
す

る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
の
み
を
選
択
的
に
細

胞
外
へ
輸
送
す
る
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
を
輸
送
す
る
ポ
ン
プ
と
し
て

N
a

+,K
+-ATPase

やC
a

2 +-ATPase

が
同
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
イ
オ
ン

ポ
ン
プ
が
、
い
か
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を
選
択
的
に
効
率
よ
く
細
胞

外
へ
輸
送
す
る
か
は
長
い
間
謎
で
あ
っ
た
。

　

豊
島　

近
氏
は
、
二
〇
〇
〇
年
、
ウ
サ
ギ
骨
格
筋
か
らC

a
2 +-ATPase

を
精

製
、
そ
の
結
晶
化
に
成
功
し
、
大
型
放
射
光
施
設(SPring-8)

で
の
Ｘ
線
回
折

か
ら
そ
の
構
造
を2.6Å

の
解
像
度
で
決
定
し
た
。
そ
し
て
こ
の
タ
ン
パ
ク
質

の
膜
貫
通
領
域
を
形
成
す
る
α︲

ヘ
リ
ッ
ク
ス
に
は
数
個
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
や

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
残
基
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
酸
性
ア
ミ
ノ
酸
残
基
が
二
個
の
カ

ル
シ
ウ
ム
を
結
合
す
る
よ
う
配
位
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
部
位
に
は
カ
ル
シ
ウ

ム
以
外
の
イ
オ
ン
を
結
合
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
つ
い
で
、C

a
2 +-ATPase

の
カ
ル
シ
ウ
ム
結
合
型
、ATP

結
合
型
、A

D
P

結
合
型
、
リ
ン
酸
化
型
な
ど

一
一
種
に
の
ぼ
る
中
間
段
階
の
結
晶
を
作
成
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
を
Ｘ
線
回
折
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に
よ
り
決
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
膜
貫
通
領
域
に
存
在
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム
結
合

部
位
を
挟
ん
で
細
胞
質
領
域
側
、
細
胞
外
側
に
そ
れ
ぞ
れ
イ
オ
ン
の
流
入
を
制

御
す
る
ゲ
ー
ト
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
分
子
の
細
胞

内
領
域
はATP
の
結
合
、
分
解
、
解
離
に
よ
り
大
き
く
手
押
し
車
の
よ
う
に

動
き
、
そ
の
動
き
に
応
じ
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
結
合
部
位
へ
と
通
ず
る
内
側
と
外

側
の
ゲ
ー
ト
が
順
次
、
開
閉
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
カ
ル
シ
ウ

ム
が
大
き
な
濃
度
勾
配
に
打
ち
勝
っ
て
細
胞
外
へ
排
出
さ
れ
る
分
子
機
構
が
原

子
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
七
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で

は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
ポ
ン
プ
と
会
合
し
て
い
る
リ
ン
脂
質
を
Ｘ
線
回
折
像
か
ら
解

像
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
膜
タ
ン
パ
ク
質
が
働
く
場
と
し
か
考
え
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
脂
質
二
重
膜
が
、C

a
2 +-ATPase

の
構
造
変
化
、
イ
オ
ン
輸
送
に
能
動

的
に
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

　

豊
島
氏
は
ま
た
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
ポ
ン
プ
（N

a
+,K

+-ATPase
）
の
作
動
機
構

の
解
明
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
サ
メ
の
直
腸
腺
や
豚
腎
臓
よ
りN

a
+,K

+-

ATPase

を
精
製
、
そ
の
結
晶
化
に
成
功
し
、
そ
の
構
造
をSPring-8

で
Ｘ
線

回
折
に
よ
り
決
定
し
た
。
そ
し
て
、N

a
+,K

+-ATPase

はC
a

2 +-ATPase

と
類

似
し
た
構
造
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
イ
オ
ン
結
合
部
位
の
構
造
は
大
き
く
異

な
り
、
二
個
の
カ
ル
シ
ウ
ム
で
は
な
く
、
三
個
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
結
合
で
き
る

よ
う
な
構
造
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
部
位
に
はN

a
+(0.95Å

)

よ
り
大

き
いK

+(1.33Å
)

は
結
合
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
三
個
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
が
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
が
変
化
し
、

細
胞
外
側
の
ゲ
ー
ト
が
開
放
さ
れ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
な
ぜ

「
ナ
ト
リ
ウ
ム
ポ
ン
プ
が
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
み
を
厳
密
に
選
別
し
、
し
か
も
高
速

に
輸
送
で
き
る
」
か
を
明
快
に
証
明
し
て
い
る
。

　

以
上
、C

a
2 +-ATPase

やN
a

+,K
+-ATPase

な
ど
の
イ
オ
ン
ポ
ン
プ
は
細
胞

の
内
外
で
の
イ
オ
ン
濃
度
勾
配
を
維
持
す
る
上
で
必
須
の
分
子
で
あ
り
、
そ
の

異
常
は
皮
膚
炎
、
心
不
全
、
癌
、
高
血
圧
、
頭
痛
な
ど
様
々
な
疾
患
に
関
連
し

て
い
る
。
豊
島
氏
は
こ
れ
ら
イ
オ
ン
ポ
ン
プ
・
タ
ン
パ
ク
質
を
精
製
、
種
々
の

反
応
中
間
体
の
結
晶
を
作
成
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
を
原
子
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に

し
た
。
そ
の
一
連
の
研
究
は
、
イ
オ
ン
ポ
ン
プ
・
タ
ン
パ
ク
質
の
驚
く
べ
き
精

緻
で
巧
妙
な
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
構
造
生
物
学
の

大
き
な
成
果
の
一
つ
と
し
て
世
界
に
誇
る
べ
き
成
果
で
あ
る
。
豊
島
氏
は
、
頻

繁
に
国
際
会
議
で
の
基
調
講
演
を
依
頼
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
、
本
研
究
分
野

の
国
際
的
牽
引
役
を
担
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
業
績
に
対
し
、
豊
島
氏

に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
か
らG

regori A
m

inoff Prize

、

国
内
で
は
紫
綬
褒
章
、
朝
日
賞
、
山
崎
貞
一
賞
、
上
原
賞
、
武
田
医
学
賞
な
ど

が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
に
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
外
国

人
会
員
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
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。
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